
指定管理者からの令和６年度事業報告概要   

施設名 岡山県健康の森学園就労継続支援事業所及び障害者支援施設 

施設所在地  新見市哲多町大野２０３４－５ 

 
【指定管理者の概要】 

 名 称 社会福祉法人 健康の森学園 代表者 理事長 黒山 靖弘 

 所在地 新見市哲多町大野２０３４－５ 

 
【指定管理の概要】 

指定期間 令和６年４月１日～令和11年３月31日 報告期間 令和６年４月１日～令和７年３月31日 

 
管理業務 
の内容 
 
 

 
・岡山県健康の森学園条例第２条に規定する業務  
・就労継続支援事業所及び障害者支援施設の利用許可に関すること。 
・就労継続支援事業所及び障害者支援施設の施設及び設備の維持管理に関すること。 
 

 

【管理体制の状況】 
 
 
 
 

 
  施設長(１名) 

  
 職員２７名(常勤１６名、非常勤１１名) 

 
 
 

 
 

  
 

 
【利用等の許可の状況】                                                            （単位：件） 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

合  計 
 
許 
可 
件 
数 

 
６年度 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

５年度 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

増減 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

【維持管理の業務の実施の状況】 

項  目 内       容 

 
施設の管理運営業務 
 
 
 

 
・建物、設備及び備品の管理及び保全 
・岡山県健康の森学園条例に規定する知的障害者の基本的な生活訓練及び 
 指導、社会参加の促進並びに就労に必要な適応訓練及び指導 
 

 

【利用料金の収入及び減免の状況等】                                        （単位：円、件） 
 

 
 

利用料 
 

 
 

 
 

合  計 
 

収 入 額 123,587,923   123,587,923 

 
利用件数 

 
        － 

 
 

 
 

 
        － 

 
減 免 額 

 
        － 

 
 

 
 

 
        － 

 
減免理由 

 

 
 
 

 



指定管理者からの令和６年度事業報告概要   
 
【管理に係る収支の状況】                                 （単位：円） 
 
 ６年度 

 

５年度 備 考 
対前年度増減額 

 
 収 入 額 Ａ 177,714,594 10,932,720 166,781,874 

 
６年度収入額 
その他の主なもの 
・職員等給食費収入 

3,545,865円 
・積立金取崩収入 
   20,000,000円 
 
６年度支出額 
その他の主なもの 
・職員給食費支出 
   3,252,705円 
・設備等整備積立金 
   1,700,000円 
・退職給付引当金 
   1,140,114円 

 
 
内 
 
 
訳 
 
 

 
指定管理料 3,613,570 773,570   2,840,000 

 
利用料金収入 123,587,923 3,051,470 120,536,453 

 
事業収入 26,086,541 2,211,931 23,874,610 

 
その他 24,426,560 4,895,749 19,530,811 

 
 支 出 額 Ｂ 173,254,346 △5,636,055 178,890,401 

 
 
内 
 
 
 
訳 
 

 
人件費 102,162,319 △5,767,962 107,930,281 

 
管理運営費 17,157,038 442,740 16,714,298 

 
事業費 47,183,670 △1,180,586 48,364,256 

 
その他 6,751,319 869,753 5,881,566 

 
収 支 額 Ａ－Ｂ 4,460,248 16,568,775 △12,108,527 

 
県への納入金 

 
－ 

 
－ 

 
－ 

 
実質的な県負担額 3,613,570 773,570 2,840,000 

 
【特記事項（管理運営業務の実施状況の点検結果）】 

点検項目 区分 特記事項（評価すべき点・改善すべき点） 

管
理 
運
営 
状
況 

①適切な施設 
  管理の履行 

Ｂ 協定及び事業計画に沿った適切な管理が行われていた。 

②法令等の遵守 
  状況 

Ｂ 
法令等について遵守されていた。職員への研修等を積極的に行い周知が
図られていた。 

③安全性の確保 Ｂ 
「危機管理マニュアル」が周知徹底されており、また、事故防止のため
の取組が行われていた。（避難訓練の実施、救急法研修等） 

④財産の適切な 
  管理 

Ｂ 財産台帳等の管理は適切に行われていた。 

導
入 
効
果 

① 利用状況 Ｃ 

利用者の延べ人数が、障害者支援施設が18名の減、就労継続支援事業が 
27名の減となった｡ 
【利用者数】障害者支援施設   R6：278人←R5：296人 

就労継続支援事業所 R6：200人←R5：227人 

② 収支状況 Ｃ 

利用者数は減少したものの、報酬改定により利用料金収入は増収となっ
た。年度末の運転資金対応に万全を期すため、積立金を取崩したことに
より、収支は黒字となっているが、今後、安定した収支に向けた利用者
確保に努める必要がある。 

③ サービス向
上 

Ｂ 
利用者及びご家族アンケートからの声に対し、個別に聞き取り等行って

対応しており、サービス向上に努めていた。 

管理運営業務全般 Ｂ 概ね、適切に管理されていた。 

  ※「区分」欄は、点検結果の区分。区分の内容は次のとおり 
  Ａ：予定していた業務水準を上回った。       Ｂ：予定していた業務水準を概ね実施した。 
  Ｃ：予定していた業務水準の一部が実施できなかった。Ｄ：予定していた業務水準を下回った。 


